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1. 木綿一石け ん溶液 の洗浄試験 において，通常0.15

～0.2 % まで は濃度 と共 に洗 浄率 も急激 に上昇 する 傾向

にあるが， その間濃度 と洗 浄率 および 再汚染 率との間 に

は必ずしも直線関係を示さない点のあるこ とが認 められ

ている。著者らの実験において 乱0.07 ～0.1% 附近で一

た ん洗浄率が下り, それ以上 の濃度では また上昇す るこ

とが詔 められ たので， その点 を究明 するために次のよう

な実験 を行 なった。

2.   Na-oleate の溶 液につい て，

表面張力 ・分 散力 ・可溶化 能の測定。

木綿繊維一溶液間 の相互 作用 につい て，

表面電位 ヽ膨 潤・吸 着量 の測定。

3. そ の結果，表面張力, カーボンブ ラックの分散力，

オレ ンヂ ＯＴ の可溶化能等 は0.03 ～0.15 % まで殆んど

濃度に相伴 って徐 々に変化す るが，溶液一木綿繊維間 の

表面電位，膨 潤， 吸 着量 等は濃度0.05 ～0.1 % におい て

や やさがる点が認められた。


